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講習所は、昭和20（1945）年 3月に一時閉鎖され
るまで続き、戦後、昭和22（1947）年 5月に、帝国
図書館附属図書館職員養成所として再設置されま
した。昭和24（1949）年 4 月に文部省に移管され、
文部省図書館職員養成所（以下、養成所）と改称さ
れました。養成所の大学昇格を求める運動が行な
われ、昭和39（1964）年 4 月に図書館短期大学（以
下、短大）が設置されました。同年12月、短大は
世田谷区下馬に移転しました。
短大になってからも、大学昇格運動に引き続き、
四年制への移行が課題とされていました。短大の
発足から 3年後の昭和42（1967）年 9月に、筑波研
究学園都市に移転する機関の候補にあげられ、昭
和54（1979）年10月に図書館短期大学の発展的解消
により、図書館情報大学がつくばの地に開学しま
した３）。
２．２　図書館情報大学
昭和54（1979）年11月、現在のつくば市春日に
校舎棟が完成し、昭和55（1980）年 4 月に104番教
室を借りて仮図書館が開始されました。昭和56
（1981）年 2月に図書館研究管理棟が竣工し、附属
図書館が本格的に開館しました。
図書館情報大学附属図書館は、大学に設置され
た教育・研究支援施設としての役割に加え、次の
役割を担うことが期待されていました。
（1）図書館情報学の教育、研究の場
（2）全国の図書館員の再教育の場
（3）モデル図書館としての役割
（4）実験・実習の場
これらを実現するために、附属図書館に次の特
殊施設が開設されました。
（a）図書館情報システム開発センター４）
（b）メディア機器センター５）
（c）公開図書室６）７）
１．はじめに
筑波大学図書館情報学図書館（以下、当館ある
いは図情図書館）は、体育・芸術図書館、医学図
書館、大塚図書館とともに、 4 つの専門図書館
のひとつです。筑波大学附属図書館は、昭和48
（1973）年の開学以来、集中管理体制をとってお
り、中央図書館と 4つの専門図書館が同じ仕組み
で運営されています。当館は、平成14（2002）年10
月に、旧図書館情報大学（以下、前身校や前身機
関に冠する旧の記載を省略）が筑波大学と統合し
たことにより、現在の形になりました。図書館情
報学分野の専門図書館として、学内外に文献資料
を提供しています。以下に、当館の沿革、施設、
蔵書についてご紹介します。
２．沿革
２．１　教習所から図書館短期大学まで
日本の司書養成教育は、日本文庫協会によって
明治36（1903）年 6月に開催された第一回図書館職
員講習会が嚆矢とされています。その後、常設の
専門教育機関の設立を求める運動が展開されて、
ようやく大正10（1921）年 6月に文部省図書館員教
習所（以下、教習所）が東京美術学校（現、東京芸
術大学）の構内に設立されました。これが現在の
筑波大学図書館情報メディア研究科に繋がってお
り、来年、平成23（2011）年は創基90周年を迎えま
す１）。
教習所は、大正11（1922）年 4月、帝国図書館附
設となり、帝国図書館の一部に移転しました。大
正14（1925）年 3月に教習所は文部省図書館員講習
所（以下、講習所）と改称され、昭和 2（1927）年 9
月に帝国図書館（上野）に隣接する新校舎が落成し
ました。講習所の入学式は帝国図書館の閲覧室で
行なわれ、帝国図書館の特別閲覧のパスが交付さ
れたそうです２）。
気 谷　陽 子（筑波大学附属図書館情報サービス課主任専門職員図書館情報学図書館担当）
開かれた大学の開かれた専門図書館
─筑波大学図書館情報学図書館
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これらは、いずれも既に廃止されています。
なお、 3 つの特殊施設のうち、（c）公開図書室
は図書館情報大学の大学公開事業として位置づけ
られ、平成 2（1990）年 4月につくば市立中央図書
館が創設されるまで、地域住民によく利用されて
いました。成人部門と児童部門が設けられており、
週 3日の午後に開室されていました。貸出業務は、
火曜日と木曜日は地域のボランティア、土曜日は
学生ボランティアが担当していました。最も入館
者が多かった昭和59（1984）年度の開館日数は145
日、年間の入館者数は55,100人、 1 日平均の入館
者数は380人でした８）。
先にあげた図書館情報大学附属図書館の役割の
うち、（2）全国の図書館員の再教育の場について、
昭和56（1981）年から毎年、大学図書館職員長期研
修（以下、長期研修）と司書講習の開催を附属図書
館が担当していました。
現在、筑波大学では司書講習を実施していませ
んが、長期研修は筑波大学附属図書館の情報管理
課企画渉外係が業務を引き継ぎ、毎年夏に開催し
ています。今年、平成22（2010）年は 7月 5日（月）
から 7月16日（金）の 2週間にわたり、情報メディ
アユニオンの 2階メディアホールをメイン会場と
して開催しました。全国の大学図書館の中堅職員
40名ほどが参加しました。筑波大学附属図書館の
ウェブページから講義資料が公開されています９）。
３．施設
平成13（2001）年、情報メディアユニオンが竣工
し、 1階に当館のデジタルメディア部門が設けら
れました。同時に、従来の図書館がプリントメデ
ィア部門として改修され、当館の現在の姿が概ね
整えられました。
筑波大学附属図書館は、1979年10月の中央図書
館開館以来、開かれた図書館を掲げ、つくば研究
学園都市の中核的な図書館として、学外者のサー
ビスに力を入れてきました。図書館の資料の利用
を希望される方は、附属図書館の各図書館を利用
することができます。貴重書や一部の資料を除け
ば事前連絡は不要です。また、紹介状や身分証の
提示なども必要ありません。学外の方の当館の利
用について、詳細は附属図書館のウェブページを
ご参照ください10）。
３．１　プリントメディア部門１階
写真１はプリントメディア部門入口、写真２は
メインカウンター前からの様子です。プリントメ
ディア部門は、教員や大学院生の研究室がある研
究棟と、教室が並ぶ講義棟を結ぶ要（かなめ）の位
置にあります。 1階は図書館情報学分野の専門書
と雑誌のフロアです。
他に、旧公開図書室の旧蔵書の一部などがある
閲覧室Ⅱ、新聞や雑誌のブラウジングコーナー、
視聴覚室、児童図書室、お話しルームがあります。
閲覧室Ⅱにある旧公開図書室の旧蔵書は、公開図
書室が閉室された平成 2（1990）年以前の古い図書
写真２　メインカウンター前
写真１　プリントメディア部門入口
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ですが、闘病記は医学・看護の医療関係の学生、
小説やエッセイといった文芸書は教養の読み物な
どとして、よく利用されています。 1階には、教
員著作コーナー、学生用指定図書、図情図書館本
学関係資料、一般教養図書などもあります。
筑波大学附属図書館では、原則として、全面開
架方式をとっており、ほとんどの蔵書を書架から
自由に手にとってご覧いただけます。とはいって
も、増え続ける蔵書に対応し、書架を見やすく、
利用しやすい状態に保つには、書架管理の作業が
必要です。複本図書、紀要類のバックナンバーな
ど、利用が少ないものを選択して保存書庫に移動
しています。
当館の資料の配架位置などは、当館のOPACで
ご確認いただけます11）。なお、所在の表示が貴重
書庫となっている資料の利用を希望される場合は、
事前に当館のメインカウンタ （ー029-859-1232）ま
で、平日の 9時から17時の時間帯にご連絡くださ
い。
３．２　プリントメディア部門２階
2 階は図書館情報学分野以外の図書のフロアで
す。図書館情報学は、哲学、認知科学、社会学、
教育学、統計学、言語学、文学といった様々な学
問分野からのアプローチや研究手法が応用される
ため、他の学問分野との関係が深いという特徴が
あります。当館では、NDC分類にもとづいて 1
階と 2階に分けて図書を配架しており、 1階だけ
でなく 2階にも図書館情報学の学習や研究に欠か
せない専門書があります。
2階の西側奥にある閲覧席は、大きな窓の外に
豊かな緑が茂り、広々とした明るい空間が人気で
す。他方、南側のキャレルデスクに長時間陣取る
利用者もいて、閲覧席の好みは千差万別のようで
す。
３．３　情報メディアユニオン
情報メディアユニオンの 1階に設置されたデジ
タルメディア部門（写真３）は、開設当初からみる
と機能が縮小されており12）、現在は、メディアミ
ュージアム13）、貴重書庫、貴重書閲覧室、学習ス
ペースがあります。メディアミュージアムは、当
館の蔵書を中心に、一部複製や写真を展示して情
報メディアの歴史を展望できるようにした常設展
示を行なっています。図書館史をはじめ授業やオ
リエンテーションで利用されており、春日エリア
を訪れる見学者にも好評です。
３．４　ラーニングコモンズ
2010年 3 月、プリントメディア部門の入口近く
に、ラーニングコモンズがオープンしました14）。
写真４は、ラーニングコモンズの様子です。ラー
ニングコモンズは、大学図書館の学習支援の機能
を重視する最近の動きのなかで注目されています。
コモン（Common）は“common sense（＝常識）”
のように、多くは複合語の形で用いられ、「共通
写真３　デジタルメディア部門
写真４　ラーニングコモンズ
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の」という意味を表しますが、ラーニングコモン
ズのコモンズには、コミュニティに伝承されてき
た知識や経験を伝えるという意味合いがありま
す。もともと図書館は、文献資料をとおして知識
や経験の伝承を担ってきました。これに加え、今
日の大学図書館では、人と人がリアルに出会う場
としての機能が期待されるようになってきました。
当館のラーニングコモンズでは、知識情報・図
書館学類のチュータデスクが置かれ、学習相談に
あたっています。また、ミーティングテーブル、
プラズマディスプレイ、ホワイトボードを自由に
使って学生同士で議論を深めたり、プレゼンテー
ションの準備をしたりする場となっています。こ
うした音声によるコミュニケーションは、当然、
従来の静寂な図書館とは相容れないわけですが、
ラーニングコモンズを入口近くに配置するゾーニ
ングにより、調べ物や読書を目的に来館する利用
者との共存を図っています。
写真５は、最近、図書館入口に設置された司書
ロボットです。司書ロボットは、今年度（H22年
度）から附属図書館の研究開発室の研究テーマと
なり、今後 2年間にわたって、利用者とのコミュ
ニケーションに関する基礎データが収集されるこ
とになっています。
４．蔵書
４．１　資料整備計画
図１に、前身校を含む図書館情報学図書館の蔵
書冊数の変遷を示しました。図書館情報大学が開
学した1979年の翌年、1980年度の当館の蔵書冊数
は38,000冊でした。このうち、33,000冊は図書館
短期大学から管理換したものでした。筑波大学と
統合した2002年の蔵書冊数は213,000冊ですので、
図書館情報大学時代の22年の間で6.5倍に増加し
たことになります。
図書館情報大学では、開学当初から附属図書館
の資料整備が重視され、図書館情報大学の開学当
初、図書20万冊の蔵書整備計画が立てられました。
各方面の協力を得て、昭和54（1979）年度からの第
一次、昭和62（1987）年度からの第二次15）、平成 9
（1997）年度からの第三次と、資料整備計画が実施
され、教員研究費等による高額図書の購入、寄贈
により蔵書の充実が図られてきました。次にあげ
る選書方針のもとで、図書館情報学分野の専門図
書館にふさわしい蔵書を目指して整備を行なって
きました（下線は執筆者）16）。
（1）あらゆる学問領域にわたる基礎知識と豊かな
教養を培うための基礎的情報資料
（2）本学の専門領域であり、本学のコレクション
の核をなす図書館情報学関係資料
（3）図書館の業務としての情報提供の基本的ト
ゥールであり、さらに学生や現職者教育のた
めの実習・演習に不可欠な資料である参考図
書資料
（4）本学の教育・研究の展開に直接関わる情報資
写真５　司書ロボット 図１　前身校を含む図書館情報学図書館の蔵書冊数
の変遷
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料
また、次のとおり文部科学省から大型コレクシ
ョンの配分を受けました。
（a）NTIS研究レポート：図書館情報学篇（昭和55
年度）17）18）
（b）ロシア・ソ連書誌・図書館学資料集成マイク
ロ資料（昭和56年度）19）20）
（c）図書館情報学関係学位論文集成　1981-1985
（昭和57、61、平成 3年度）21）22）
（d）英国図書館研究開発部レポート集成（昭和58
年度）23）
（e）印刷・製本・出版関係コレクション　1764-
1982（昭和59年度）24）
（f） 百万塔陀羅尼（昭和60年度）25）
（g）アメリカ図書館学・書誌学基本文献集（平成
元年度）26）
（h）シカゴ大学図書館情報学関係学位論文集成
（平成3年度）27）
現在は資料整備計画を終了していますが、これ
まで構築してきた図書館情報学関係の蔵書の規模
と質を維持するために、図書館情報メディア研究
科が基本図書費を毎年措置しており、図情サービ
ス係も選書候補リストを作成して選書作業に協力
しています。
４．２　図書
図２に、当館の蔵書のNDC10区分による分類
別の蔵書構成を示しました28）。図書館情報学を含
む総記が35.1％、コンピュータ科学を含む工学が
5.2％を占めています。これは、本稿４．１に示し
た選書方針のうち、「（2）図書館情報学関係資料」
の収集によるものです。図書館情報学の学問領域
は総合的であって関連領域が広いという特徴があ
ります。また、選書方針の「（1）基礎的情報資料」
として、主に春日エリアで学習する学生の学習に
必要な図書も所蔵していますので、当館の蔵書の
半分以上は、様々な分野に分類される図書からな
っています。
４．３　雑誌
図３に、当館の雑誌受入タイトル数の変遷を示
しました29）。大学統合があった2002年までのデー
タですが、2000年の和洋合計2,801タイトルを境
に、雑誌受入タイトル数が急激に減少しています。
電子ジャーナルへの移行、資料購入費の逼迫など
のため、今後も減少傾向が続くと考えられます。
現在、当館で所蔵している雑誌の総タイトル数は
3,590タイトルです。
図２　分類別蔵書構成
図３　雑誌受入タイトル数の変遷
４．４　参考図書
参考図書は、本稿４．１に示した選書方針の（3）
に「学生や現職者教育のための実習・演習に不可
欠な資料である」とあるとおり、当館の蔵書のな
かでも重視されており、参考図書や二次資料など
を多種類、しかも、旧版を含めて年代順に揃えて
います。『ブリタニカ百科事典』“Encyclopædia
Britannica”は、初版から第15版まで全て揃っ
－25－
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ています（貴重書庫など　033-B58）。また、パ
ンクック（chez Pancoucke）の『系統的百科全
書』“Encyclopédie méthodique, ou Par ordre de
matières”を全巻揃いで所蔵しています（貴重書
庫　035-E58）30）。
５．おわりに
本稿をまとめるにあたり、諸先輩が残してきた
記録を読み返し、図書館情報大学の出発にあたり、
先駆的なモデル図書館たるべく、関係者一丸とな
って努力を重ねてきたことに感銘を受けました。
現在の当館の職員四名全員が力を合わせ、図書館
情報学図書館をよりよくするために微力を尽くし
たいと存じます。この度は、貴重な紙面を割いて
当館の紹介をさせていただく機会を賜り、ありが
とうございました。
（きたに　ようこ）
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開かれた大学の開かれた専門図書館─筑波大学図書館情報学図書館
気谷　陽子（筑波大学附属図書館情報サービス課主任専門職員図書館情報学図書館担当）
筑波大学図書館情報学図書館は、筑波大学附属図書館に設けられている 4つの専門図書館の一
つであり、平成14（2002）年10月に、旧図書館情報大学が筑波大学と統合したことによって現在の
形になった。筑波大学附属図書館は開館以来、開かれた図書館、集中管理、全面開架を特徴とし、
中央図書館を含めて全館が同じ仕組みで運営されている。当館の蔵書は、主として旧図書館情報
大学時代に、（1）基礎的情報資料、（2）図書館情報学関係資料、（3）参考図書資料、（4）教育・研究
の展開に直接関わる情報資料、を収集することを選書方針に掲げ、第一次から第三次まで実施さ
れた資料整備計画および文部省から配分を受けた大型コレクションによって、図書館情報学分野
の専門図書館にふさわしい蔵書を目指して整備された。
